
＜質疑＞ 

●コア会議やワークショップ、マネジメント、プロモーター、プレイヤー等、簡単に英語を使用しているがわかりづ

らい。県としてどう解釈しているのか明確にした上で会議を進めてほしい。

→具体の議論を進める上で、言葉の定義を示していきたい。 

＜意見交換＞ 

・アンケートや数字だけでは見えないものがあるので、モリコロで活動して自分の肌で感じてもらうのが良い。 

・来園者数のカウント方法を明確にし、年間来園者数が増加した要因等、分析して検証していく必要がある。 
・現状の評価指標は自己評価のため、良いことをもっと評価してもらえるような第三者評価があっても良い。 

＜全体共有＞

●過去の取り組みの成果を「ルールブック」に蓄積する。（チャレンジスペースや過去の議論をQ&Aで整理する。） 

●基本的用語（パートナー、コア会議、マネジメント等）の定義が必要である。新規会員の方でもわかるように整理

し、次回の議論を迎えたい。 

●「I canからWe canへ」。会員全体で何かをやろうとすると、とてつもないエネルギーがかかるが、会員全体でや

った実績として緑化フェアがある。 

●会員同士が連携しやすいようにもう少し小さいコラボで実現できないか方法を考える。 

●予算の考え方を整理する。 

●以上のような意見を参考に、次回以降の議論に反映させる。

＜意見交換＞

●他団体とコラボ等交流できるように、マネジメント会議の掲示板を作成し、小さなイベントでも構わないので定期的

に開催できないだろうか。高齢化で会員が少なくなった団体もあるので、新しい団体と交流して会員を増やしていけ

るとよい。

●これまで「I can」だったところを「We can」にしていこう。そのためには、各団体が何をやっているのか分かりづ

らい。緑化フェアの時に名簿を作ったが、ネット環境がなければ見れないので、リストがあるとよい。 

●マネジメント会員が年間いろんな活動や持込イベントをされているが、どのイベントをマネジメント会員がやってい

るのかがわからない。 

●予算がなくなり、会自体できることが限られてくるので、財源の確保や営業する仕組みを考えた方がよい。 

→実行委員会や持込イベントをやっている団体さんとも情報を共有できるとよい。 

→個別具体の課題解決策は、今後のマネジメント会議で考えていきたい。 

●「パートナーとは何か？」「マネジメント会議とコア会議は違うのか？」といった質問から始まり、その説明で終わ

ってしまったが、今後話し合いをしていくには、みんなが共通認識を持つことが大事である。 

●以下の新規会員が承認されました。 

①日本食育健康新聞社/②もりの環 友の会/③株式会社大黒屋 和紙の店かみぞの/④有限会社ミュージックウェーブ

⑤株式会社日比谷アメニス 名古屋支店/⑥パパママハウス株式会社 

●退会者、休会者について事務局より報告されました。 

令和 元 年 6月 4日（火）に「公園マネジメント会議 令和元年度 第１回総

会」が愛・地球博記念公園 地球市民交流センター 体験学習室にて開催され、

出席と委任状の合計が47団体となり、総会が成立しました。 

新規会員（6団体）、コア会議会員、平成 30年度の活動結果の評価について

承認が行われました。また、今年度の公園マネジメント会議の年間活動計画に

ついて事務局より報告され、承認されました。その後、公園マネジメント会議

のあり方について共通認識をもつため、活発な意見交換が行われました。 

●立候補者25名が令和元年度のコア会議会員として承認されました。 

●令和元年度の公園マネジメント会議の年間活動計画について事務局より報告され、年間活動計画が承認されました。

●平成30年度の活動について事務局より報告がありました。 

●平成30年度活動結果の評価結果について報告され、評価結果が承認されました。 

 （評価すべき点）会員間での活発な情報交換や議論による多様な主体との協働。情報発信の多様化。 

 （努力が必要な点）各会員の活動内容がマンネリ化しており、活動の量及び質の向上に取り組む必要がある。 

●令和元年度の評価指標と目標値について報告され、評価指標と目標値が承認されました。 

今回は以下の活動紹介がありました。

・知ってましたか？〇〇 

「桧家住宅」…平日マルシェを実施 

・分科会活動 

「モリコロパークイベント企画運営実行委員会」 

…桜祭りを3月に開催 9月に秋祭りを開催予定 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

以下の連絡事項がありました。

・ジブリパーク5/31記者発表の内容につい

・マネジメント会議HPの紹介 
【年間の公園利用促進計画等について】 

●本公園の指定管理者である（財）愛知県都市整備協会より年間利用促進計画が報告されました。 

●愛知県児童総合センターの指定管理者である（財）愛知公園協会より年間利用促進計画が報告されました。 

【今後の公園整備予定について】 

●愛知県尾張建設事務所より今後の公園整備予定について説明がありました。

第1回総会の企画ミーティングで決めたこと【年間ワークショップ議題(案)】

●今後の公園マネジメント会議のあり方を考える上で、年間を通して話し合うための共通認識を行いました。

【 第１回 総 会 】⓪ガイダンス：なぜ今「公園マネジメント会議のあり方」を話し合うのか？ 

⇒年間を通して話し合うための共通認識を行う。 

【第１回コア会議】①「マネジメント」とは？⇒公園マネジメント会議の目的の再定義 

【第２回コア会議】②他事項の勉強（成功事例＆失敗事例） 

【第３回コア会議】③「プロモーター」とは何か？⇒公園マネジメント会議の立ち位置 

【 第２回 総 会 】④マネジメント会員の役割と権限、会員と県と指定管理者の関係性の再定義 

【第４回コア会議】⑤新たな会員像、メンバー構成 

愛知県都市整備局都市基盤部 

公園緑地課(協働グループ) 担当：嶋田 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目1番2号 

TEL：052-954-6491 FAX：052-953-5329 

公益財団法人愛知県都市整備協会 

愛･地球博記念公園管理事務所 担当:井上 

〒480-1342 長久手市茨ヶ廻間乙1533-1 

TEL：0561-64-1130 FAX：0561-61-2150 

公園マネジメント会議HP 
http://www.pref.aichi.jp/koen/AI_CHIKYU/ParkManagement/managementHP/


